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 第 4 章  施策の推進 

第 ３ 章 に て 設 定 し た 環 境 保 全 目 標 の 達 成 の た め に は 、 陸 域 の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 を 推

進する必要がある。 

本章では「4 . 1 赤土等流出防止対策」で、赤土等流出源として対策が求められる農地と開

発現場からの流出を防止するための対策手法を、「4 . 2 環境保全目標の達成に向けた県の

取組」では、「1 . 4 計画の基本方針」で挙げた４つの基本方針に基づ いた、県が実施する赤

土等流出防止に関する取組について記載する。 

 

4 . 1  赤土等流出防止対策 

4 . 1 . 1  農地 に お け る対 策  

農 地 に お け る 赤 土 等 流 出 防 止 の 取 組 は 、 農 地 の 状 況 や 栽 培 作 物 、 土 壌 種 が 一 様 で は

な い こ と か ら 、 農 業 生 産 に 対 し て 影 響 が 少 な く な る よ う 考 慮 し て 地 域 や そ の 圃 場 で 栽 培 さ

れている作 物に沿った対策が求められる。 

農 地 に お け る 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 は 、 農 地 や 農 地 周 辺 の 土 木 工 事 を 伴 う 土 木 的 対 策

と、農地の管理として実施する営農的対策に分けられる。 

 

( 1 )  土木 的 対 策  

土 木 的 対 策 の 方 法 と し て は 、 ① 勾 配 抑 制 に よ り 農 地 の 傾 斜 を 緩 や か に し て 、 表 流 水

の 流 れ を 弱 め 、 農 地 外 へ の 赤 土 等 の 流 出 を 防 止 、 ② 農 地 周 辺 か ら 農 地 へ の 雨 水 等 の

流入 を防ぐ、または農地か ら流出した赤土等 を含んだ 濁水を集水し、沈砂池等に導く排

水 路 の 整 備 、 ③ 赤 土 等 を 含 ん だ 濁 水 を 集 め 、 土 壌 粒 子 を 沈 殿 さ せ て か ら 排 水 を さ せ る

沈 砂 池 の 設 置 等 が あ る 。 土 木 的 対 策 は 、 農 地 整 備 等 と し て 実 施 す る 事 例 が 多 く 、 行 政

が地域の合意形成を基に進めていくことが求められる。 

ま た 、 土 木 的 対 策 は 一 度 実 施 す る と 、 恒 久 的 な 対 策 と な る が 、 排 水 路 や 沈 砂 池 で は

赤 土 等 の 堆 積 に よ り 、 そ の 機 能 が 低 下 す る お そ れ が あ る こ と か ら 、 赤 土 等 流 出 防 止 機 能

を維持するためには堆積土砂の除去等の維持管理が求められる。 

 

( 2 )  営農 的 対 策  

営 農 的 対 策 の 方 法 と し て は 、 ① マル チ ン グ 等 の 表 土 保 護 、 ② グ リ ー ン ベ ル ト や 葉 ガ ラ

梱 包 の 設 置 、 等 高 線 栽 培 と い っ た 畝 方 向 の 考 慮 に よ り 表 流 水 が 圃 場 外 に 流 れ に く く す

る 対 策 、 ③ 土 づ く り や 土 壌 改 良 に よ り 土 壌 団 粒 化 促 進 や 雨 水 の 保 水 ・ 浸 透 性 の 促 進 に

よ り 赤 土 等 が 流 れ に く く す る 対 策 が あ る 。 営 農 的 対 策 は 、 主に 圃 場 単 位 で 実 施 す る 対 策

で あ る こ と か ら 圃 場 を 管 理 す る 農 家 が 主 体 的 に 実 施 す る こ と が 望 ま し い が 、 農 家 だ け で

営 農 的 対 策 に 係 る 労 力 や 費 用 を 負 担 す る こ と が 困 難 で あ る 。 農 家 、 行 政 、 NPO 団 体 、

地域住民等が協働した取組が求められる。 

営 農 的 対 策 は、 圃 場 単 位 で実 施 さ れ 大 が か り な工 事 等 を 必 要 と しな いこ と か ら、 農 家
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出 典  

個 人 で も 取 り 組 む こ と が 可 能 で あ る が 、 恒 久 的 な 対 策 で は な い こ と か ら 栽 培 過 程 や 、 定

期 の 更 新 が 必 要 と な る 対 策 が 多 い ( 例 ： マ ル チ ン グ で は 、 耕 起 作 業 に 伴 い 更 新 が 必 要 。

グリーンベルト等では、対策効果の持続性を考慮して数 年ごとの更新が必要)。特に、梅

雨 時 期 や 台 風 時 期 等 の 雨 量 が 多 く な る 時 期 に お い て は 表 土 保 護 を 意 識 し た 対 策 の 実

施や管理作業が求められる。 

主な対策とその概要を表 4-1 に示し、実施状況写真を図 4-1 に示した。 

 

表 4-1  農地に対する主な対策とその概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

： 「 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 ハ ン ド ブ ッ ク 」  ( 沖 縄 県 文 化 環 境 部 環 境 保 全 課 、 平 成 2 1 年 )  

： 「 平 成 2 2 年 度 赤 土 等 に 係 る 環 境 保 全 目 標 設 定 調 査 ( 赤 土 等 流 出 源 実 態 調 査 ) 」  ( 沖 縄 県 平 成 2 3 年 )  

： 「 沖 縄 県 に お け る 各 種 作 物 の 作 物 係 数  比 嘉 榮 三 郎 他 」 ( 沖 縄 県 衛 生 環 境 研 究 所 報 3 1 号  平 成 9 年 )  

 

 

 

 

 

区分 対策項目 対策概要

勾配抑制 圃場の傾斜を緩やかにして水の流れを弱め、赤土等の流出を防止する。

畦畔
圃場の周縁に土堤などを設置し赤土等の流出を防止する。また、圃場の中に、土堤な
どを適正な間隔で設置し、斜面長を短くすることで土壌侵食を防止する。

排水路
圃場周辺からの水を圃場に入れないための水路および圃場からの濁水を集めて排水す
るための水路を設置する。
なお、土砂等が堆積し機能が低下することから定期的な泥上げ等が必要となる。

沈砂池、土砂溜枡

圃場から流れ出した濁水を一箇所(土砂溜桝、沈砂池)に集めて土壌粒子を沈殿させて
から排水する。
なお、土砂等が堆積し機能が低下することから定期的な泥上げ等が必要となる。
沈砂池等の設置により、赤土等流出量は最大4割程度削減できると試算されている。

緑肥

休耕期（圃場に農作物を植えない時期）に肥料となる植物を植えて圃場の裸地化を防
止する。
また、本対策の実施により、化学肥料の必要量の減少効果も期待できる。
本対策により、赤土等流出量は裸地時と比べ最大9割程度削減できると試算されてい
る。

マルチング
刈ったキビの葉などを圃場の裸地部に敷き詰めて赤土等の流出を防止する。
また、本対策の実施により、栽培種の保湿および雑草対策の効果も期待できる。
本対策により、赤土等流出量は最大9割程度削減できると試算されている。

サトウキビ畑での
株だし栽培への転換

株出し栽培に転換することにより、収穫後から植え付けまでの期間の裸地化を防止す
る。
また、本対策の実施により、サトウキビの収量増の効果も期待できる。
本対策により、赤土等流出量は夏植え栽培時の最大9割程度削減できると試算されて
いる。

グリーンベルト
圃場の周りにベチバーなどの植物を植え、赤土等の流出を防止する。
本対策により、赤土等流出量は最大5割程度削減できると試算されている。

葉ガラ梱包
圃場の周りに葉ガラ梱包を配置し、赤土等の流出を防止する。
本対策により、赤土等流出量は最大5割程度削減できると試算されている。

土木的
対策

下流対策

発生源対策

発生源(畑面)
対策

畑面下流端抑止対策

営農的
対策
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農 地 で は 、 単 独 の 対 策 で 赤 土 等 の 流 出 を 十 分 に 抑 制 す る こ と が 困 難 で あ る こ と が 多

い 。 農 地 か ら の 赤 土 等 流 出 防 止 に つ な が る 農 地 管 理 、 流 出 し た 濁 水 に 対 す る 対 策 な ど

複 数 段 階 の 対 策 を 現 地 の 状 況 に 応 じ て 組 み 合 わ せ る こ と が 効 果 的 な 対 策 に は 必 要 と な

る。 

農 地 に お け る 土 木 的 対 策 や 営 農 的 対 策 に よ る 赤 土 等 流 出 防 止 は 確 実 に 進 展 し て い

る が 、 耕 起 が 伴 う 農 業 現 場 に お い て 、 恒 久 的 な 対 策 を 実 施 す る こ と は 難 し く 継 続 的 な 対

策 の 実 施 が 求 め ら れ る 。 ま た 、 沈 砂 池 や 排 水 路 に 堆 積 し た 赤 土 等 を 取 り 除 く 作 業 や グ リ

ーンベ ルト やマルチン グを設置す る作業 など、個々の農 家が負担 しなければ ならない労

力が大きいことも課題となっている。さらに、農地における流出防止対策の実施は、農業

生 産 の 向 上 に 直 接 的 に つ な が り に く い も の が 多 く 、 対 策 に 係 る 経 費 負 担 を 生 産 物 の 販

売額に転嫁することが難しいことも対策が遅れる要因となっている。 

一 方 で 、 赤 土 等 流 出 防 止 を 目 的 と し た 営 農 的 対 策 の 中 に は 、 農 家 に と っ て 収 量 の 増

加 や 作 業 性 の 改 善 な ど 直 接 的 な メ リ ッ ト に つ な が る 対 策 も 多 く 含 ま れ る ( 例 ： 赤 土 等 流 出

防 止 対 策 に よ る 肥 沃 な 耕 土 の 継 続 的 利 用 、 サ ト ウ キ ビ の 株 だ し 栽 培 へ の 転 換 に よ る 生

産 性 の 向 上 、 マ ル チ ン グ に よ る 作 物 に 対 す る 保 湿 効 果 や 雑 草 対 策 効 果 ) 。 こ れ ら の こ と

か ら 、 農 地 に お け る 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 の 推 進 は 海 域 等 の 保 全 だ け で な く 、 農 業 生 産

の維持・向上にも寄与する。 
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図 4-1 農地における代表的な赤土等流出防止対策 
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4 . 1 . 2  開発 現 場 に おけ る 対 策  

開 発 現 場 に お け る 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 は 、 ① 現 場 内 に 生 じ た 裸 地 に 対 し て 表 土 保 護

を 行 い 赤 土 等 の 流 出 そ の も の を 抑 え る 「 発 生 源 対 策 」 、 ② 事 業 現 場 内 で 発 生 し た 濁 水 を

集 水 し 、 事 業 現 場 区 域 外 へ の 流 出 防 止 を 目 的 と し た 、 水 路 や 小 堤 と い っ た 「 流 出 濁 水 対

策 」 、 ③ 事 業 現 場 内 で 発 生 し た 濁 水 を 貯 留 し 、 赤 土 等 を 除 去 し た う え で の 排 水 を 目 的 と し

た「濁水最終処理対策」に分けられる。 

開 発現 場 に お い て は 、 平 成６ 年 に 制 定 され た 「 沖 縄 県 赤 土等 流 出 防止 条 例」 に よ り、 事

業 現 場 か ら の 赤 土 等 の 流 出 を 防 止 す る た め 、 必 要 な 措 置 を 講 じ る こ と が 求 め ら れ 、 さ らに

1,00 0 ㎡ 以 上 の 土 地 の 形 質 変 化 を 伴 う 事 業 を 実 施 す る 事 業 行 為 者 は 当 該 事 業 に お け る

赤土等流出防止管理計画等を事前に届出・通知する必要がある。 

 

( 1 )  発生 源 対 策  

事 業 現 場 で生 じた 裸 地 面 の 降 雨 に よ る 土 壌 侵 食 を 防 止 す る た め 、 表 土 を 被 覆 す る 表

土 保 護 工 が 発 生 源 対 策 と な る 。 表 土 保 護 工 に は 様 々 な 種 類 が あ り 、 各 種 被 覆 材 や シ ー

ト等 を利用した一時的対策である仮表土保全と 、 張芝、 種子吹付など植生に よ る被 覆や

舗 装 等 を 行 う 恒 久 的 対 策 を 行 う 方 法 が あ る 。 発 生 源 対 策 は 開 発 事 業 に お い て 基 本 的 な

対 策 で あ り 、 沖 縄 県 赤 土 等 流 出 防 止 条 例 の 届 出 ・ 通 知 の 規 模 要 件 （ 開 発 事 業 面 積

1,000 ㎡以上）に関わらず、原則として工事完了時には事業現場に裸地が生じないよう

表 土 保 全 を 行 う こ と が 求 め ら れ る 。 ま た 、 事 業 実 施 期 間 中 は 、 区 画 ご と の 施 工 や 現 場 の

状 況 に 応 じ て 仮 表 土 保 全 や 表 土 保 全を 実 施 し、 発 生 し て い る 裸 地 面 積 を 少 な く す る こと

も赤土等流出対策として求められる。 

( 2 )  流出 濁 水 対策  

流 出 濁 水 対 策 は 、 事 業 現 場 外 へ の 赤 土 等 を 含 む 濁 水 の 流 出 防 止 （ 又 は 工 区 内 へ の 

流 入 水 の 防 止 ） の た め 、 必 要 に 応 じ て 事 業 現 場 周 辺 等 に 設 置 さ れ る も の で あ り 、 切 り 回

し 水 路 、 小 堤 工 、 土 砂 流 出 防 止 柵 等 が あ る 。 事 業 現 場 内 で 発 生 し た 赤 土 等 を 含 む 濁 水

の 移 動を 制 御 し、 濁 水 最 終 処 理 対 策 装 置 へと 導 く も の であ る 。 小 堤 等 の 決 壊 な ど が 生 じ

た 場 合 、 赤 土 等 を 含 む 濁 水 が 事 業 現 場 外 へ 流 出 す る お そ れ が あ る こ と か ら 、 適 正 な 管

理が求められる。 

( 3 )  濁水 最 終 処理 対 策  

濁 水 最 終 処 理 対 策 は 、 事 業 現 場 内 で 発 生 し た 赤 土 等 を 含 む 濁 水 を 処 理 し 排 水 す る

た め に 設 置 さ れ る も の で あ り 、 自 然 沈 殿 池 や ろ 過 ・ 沈 殿 池 、 凝 集 沈 殿 池 、 浸 透 池 等 が あ

る。沖縄県赤土等流出防止条例では、原則として自然沈殿池（集水面積 1,000ｍ 2  当た

り  150 ｍ 3 以 上 の 貯 留 容 量 ） の 設 置 を 義 務 づ け て お り 、 排 水 す る 際 の 浮 遊 物 質 量 が

200mg/L  以 下 で あ る こ と が 定 め ら れ て い る 。 こ れ は 自 然 沈 殿 池 に お い て 連 続 雨 量

150mm  を 貯 留 し 、 土 壌 粒 子 を 沈 殿 さ せ て か ら 清 水 を 排 水 す る こ と を 可 能 と す る 規 模 で

ある。 一方、ろ過・沈殿池や、凝集沈殿池等を用いることで貯留 容積を少なくすることが

できる。 
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ま た 、 自 然 沈 殿 池 に つ い て は 降 雨 前 に 十 分 な 貯 留 容 量 を 確 保 す る こ と が 求 め ら れ る

ことから、赤土等粒子の沈殿が確認できた際には速 やかには排水を行う必要がある。 

 

主な対策とその概要を 表 4-2 に示し、実施状況写真を図 4-2 に示した。 

 

 表 4-2  開発現場に対する主な対策とその概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 ： 「 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 ハ ン ド ブ ッ ク 」 ( 沖 縄 県 文 化 環 境 部 環 境 保 全 課 、 平 成 2 1 年 )  

   ： 「 平 成 2 2 年 度 赤 土 等 に 係 る 環 境 保 全 目 標 設 定 調 査 ( 赤 土 等 流 出 源 実 態 調 査 ) 」 沖 縄 県 、 平 成 2 3 年 )  

区分 対策項目 対策概要

植生工
裸地面に草本植物等を用いた早期緑化を行い、赤土等の流出を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

砂利敷設
比較的粒径の大きい礫状の材料を敷設し、赤土等の流出を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

モルタル吹付
モルタル吹付により、裸地面を覆い、赤土等の流出を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

マルチング
すすきの枯れ草などで表土を覆い、赤土等の流出を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大9割削減できると試算されている。

シート被覆
土工事中の裸地面や仮置土砂の表土保護として降雨時にシートで覆い、赤土等の流出を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

砂利敷設
比較的に粒径の大きい礫状の材料を敷設し、赤土等の流出を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

土壌団粒化剤散布
表土の土壌粒子を団粒化し侵食を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

乳剤散布
乳剤散布により、裸地面を覆い赤土等の流出を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

モルタル吹付
モルタル吹付により、裸地面を覆い、赤土等の流出を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

転圧締固
完成造成面に達していない裸地面で、ローラー等による転圧を行うことにより、侵食の拡大を防止する。
本対策を実施することにより、実施範囲からの赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

柵工 そだ、竹、ネット等を使用して表流水の流速低減による侵食を防止する。

じゃかご、
ふとんかご

栗石等の石材を詰めたかご工を用い、崩壊防止と表流水の流速の低減による侵食を抑制する。
本対策を実施することにより、赤土等流出量は最大3割削減できると試算されている。

小堤工 工事区域外に濁水が流出しないように造成の法面等に設置する。

ハーロー 工事用道路等、傾斜方向に対して斜めに設置し、表流水の流速の低減や仮設排水路への誘導をする。

場内仮設排水路
工事現場内で濁水を濁水最終処理対策装置に誘導するための水路又は、清水を工事区域外へ放流するための水
路である。

土砂溜桝
流下水の流速の低減、雨水の地下浸透の促進、比較的粒径の大きい土砂の沈殿の機能を有する。
本対策を実施することにより、赤土等流出量は最大5割削減できると試算されている。

浸透桝
濁水を地下浸透させ、集水域の総流出量を減少させる。
本対策を実施することにより、赤土等流出量は最大9割削減できると試算されている。

一時沈砂池
濁水を一時貯留する池で、土砂の沈殿や濁水処理工への濁水流入量を調整する機能を有する。
本対策を実施することにより、赤土等流出量は最大6割削減できると試算されている。

逆押盛土 造成面の斜面下流側から土堰堤を造築していき、工事区域内の表流水を流出しないようにする。

区域外水等混入
防止装置

切回水路 工事区域内へ区域外の表流水が入らないように誘導するための水路である。

自然沈殿池
濁水を沈殿池に流入させ自然沈殿により、土壌粒子を除去する。
本対策を実施することにより、赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

ろ過・沈殿池
濁水を沈殿池に流入させ自然沈殿させた後、ろ過材を通過させ土壌粒子を除去する。
本対策を実施することにより、赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

凝集沈殿池
(処理プラント)

濁水を沈殿池に流入させ凝集剤を用いて強制的に沈殿させ、土壌粒子を除去する。
本対策を実施することにより、赤土等流出量は最大10割削減できると試算されている。

汚濁防止膜 河川、海岸、港湾等の水際で土工事を行う場合、汚濁防止膜工を設置し、濁水が拡散することを防止する。

矢板 河川、海岸、港湾等の水際で土工事を行う場合、矢板を設置し、濁水が拡散することを防止する。

濁水最終
処理対策

装置

流出濁水
対策装置

発生源対
策装置

濁水拡散防止装置

最終沈殿及び
放流装置

水路装置

流出抑制装置

仮表土保全装置

表土保全装置
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図 4-2  開発現場における代表的な赤土等流出防止対策 
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4 . 2  環境保全目標の達成に向けた県の取組 

「 1 . 4 計 画 の 基 本 方 針 」 に 示 し た と お り 、 本 計 画 は ４ つ の 基 本 方 針 に 沿 っ た 施 策 に 係 る

取組を展開する。ここでは基本方針ごとに施策や取組について記載する。 

県の施策・取組の一覧と関連する SDGs の目標を表 4-3、表 4-4 に示した。 

取 組 に つ い て は 令 和 ５ 年 度 時 点 で 実 施 を 検 討 し て い る も の を 記 載 し て い る 。 本 計 画 期

間 内 で は 各 基 本 方 針 の 施 策 に 基 づ き 、 状 況 に 応 じ た 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 資 す る 取 組

を実施するものとする。 

 

表 4-3  各施策、取組と関連する SDGs の目標(1/2 )  
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表 4-4 各施策、取組と関連する SDGs の目標(2/2 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針ごとに施策や取組の詳細について、p . 69 以降に示した。 
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基本方針Ⅰ：農地からの赤土等流出防止対策の強化 

農地 面積 は県 土に 占める割合が森林に次いで大きく、赤土等の流出源と しての割合も

大きくなることから、農地における赤土等流出防止対策の強化が重要となる。 

農 地 か ら の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 の 強 化 に 向 け 、 「 総 合 的 な 流 出 防 止 対 策 の 実 施 」 、

「 地 域 主体 の 赤 土 等 流 出防 止 体 制の 構 築」、 「 流 出 防 止対 策 施 設等 の 機 能維 持」 、 「 農 地

における対策の普及・啓発」を施策として各取組を実施する。 

 

施策１ 総合的な流出防止対策の実施                         .  

【取組】  

( 1 )  流出防止対策の実施 

農 地 に お け る 赤 土 等 の 流 出 防 止 対 策 は 各 農 地 の 営 農 実 態 に 合 わ せ た 対 策 を 講 じ て

い く こ と が 重 要 で あ る 。 農 地 に お け る 発 生 源 対 策 と し て グ リ ー ン ベ ル ト や マ ル チ ング 等 の

営農的対策の促進に向けた取組を実施する。 

ま た 、 本 県 は 急 傾 斜 地 や 浸 透 性 が 低 い 土 壌 が 広 く 分 布 し て お り 、 土 壌 が 流 出 し や す

い 状 況 と な っ て い る こ と か ら、 営 農 的 対 策 だ け で は 十 分 な 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 を 講 じ る

こ と が 困 難 で あ る 。 勾 配 抑 制 や 農 地 の 排 水 改 善 、 沈 砂 池 等 の 土 木 的 工 事 を 実 施 す る こ

とで農地から赤土等が流れにくい農業環境の整備を進める。 

 

●農 地 に おけ る 営農 的対 策 の 促進  

市 町 村 の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 地 域 協 議 会 （ 地 域 協 議 会 ） の 活 動 を 支 援 し 、 農 地 か

ら の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 と し て 、 グ リ ー ン ベ ル ト の 設 置 や マ ル チ ン グ 等 の 各 種 発 生

源対策の促進を図る。 

「事業：赤土等流出防止営農対策促進事業」 《営農支援課》  

●赤 土 等 流出 防 止 対策 施 設 等の 整 備  

農地 か らの 赤土 等 流 出防 止 対 策と し て、 グ リ ー ンベ ル ト設 置 等 の 営 農 的 対策 と 、 圃

場 の 勾 配 抑 制 、 排 水 路 、 沈 砂 池 の 整 備 等 の 土 木 的 対 策 を 合 わ せ た 総 合 的 な 対 策 を

推進する。 

「事業：水質保全対策事業（耕土流出防止型）」《農地農村整備課》  

●NP O 等 団体 に よ る 流出 防 止 活動 の 支 援  

NPO 等 団 体 が 地 域 住 民 と 協 働 で 実 施 す る 農 地 の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 活 動 を 支

援 す る こ と で 、 グ リ ー ン ベ ル ト の 設 置 や マ ル チ ン グ 、 農 地 の 透 水 性 改 善 と い っ た 対 策

の促進を図る。 

「事業：赤土等流出防止活動促進事業」 《環境保全課》  

●農 地 整 備事 業 関 係《農地農村整備課》 

農 地 整 備 事 業 を 実 施 す る 際 に は 、 土 地 改 良 事 業 等 に お け る 赤 土 等 流 出 防 止 対 策

設計指針に基づき、排水路や沈砂池、浸透池の整備を併せて実施する。 

基本方針Ⅰ：農地からの赤土等流出防止対策の強化 
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( 2 )  赤土等流出防止農地対策マスタープランの策 定、 推進《村づくり計画課》  

地 域 全 体 の 総 合 的 な 対 策 推 進 計 画 で あ る 赤 土 等 流 出 防 止 農 地 対 策 マ ス タ ー プ ラ ン

はこれまで、14 市町村で策定がされてきた。引き続き県内各地への展開を進め、また必

要 に 応 じ て マ スタ ー プ ラ ン の 策 定 や 更 新 を 図 るこ と で 、 地 域 の 状 況 に 応 じ た 対 策 を 推 進

する。 

 

( 3 )  流出 防 止 対策 に 伴 う 営農 支 援《 営農 支 援 課、 糖 業 農 産課、 園 芸 振興 課》  

農 家 が 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 取 組 む た め に は 、 そ の 対 策 が 生 産 性 の 向 上 や 農 地 の

保全に資する対策であることも重要である。赤土等流出防止につながる営農行為に対 し

て、取組を推進する｡  

 

【事例】 

 サトウキビの春植え、株出し栽培の推進→裸地期間の短縮  

 マルチ資材等の利用促進→表土保全  

 緑肥栽培の推進→裸地期間の短縮  

 緩効性肥料の利用促進→耕起回数の削減による、土壌の分散性低下を防止  

 透水性改善等→表流水の減少による流出防止  

 

 

( 4 )  流出防止技術の研究開発  

農 地 に お け る 生 産 性 の 改 善 と 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 が 両 立 す る 、 圃 場 の 管 理 技 術 等

の研究開発を行うことで、農地における赤土等流出防止対策の実施を推進する。  

「事業：赤土等流出防止営農対策促進事業」 《営農支援課・農業研究センター》  

 

 

施策２ 地域主体の赤土等流出防止体制の構築                                     .  

農 地 に お け る 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 の う ち 、 グ リ ー ン ベ ル ト や マ ル チ ン グ と い っ た 発 生

源 対 策 は 農 地 単 位 で 実 施 す る こ と が 求 め ら れ る が 、 経 営 規 模 の 小 さ い 農 家 が 多 い 本 県

で は、 生 産 性 向 上 に 直 接 的 に 繋 が りに く い 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 の 実 施 は、 対 策 に か か

る 経 費 や 労 力 の 面 で 負 担 が 大 き い 。 ま た 、 対 策 に 係 る 経 費 負 担 を 生 産 物 の 価 格 に 転 嫁

す る こ と が 困 難 な 上 、 営 農 的 対 策 の 多 く は 恒 久 的 な 対 策 で は な い こ と か ら 、 必 要 に 応 じ

て 対 策 の 更 新 が 求 めら れ る こ と も 、 農 地 に お け る 営 農 的 対 策 の 実 施 が 難 し い 要 因 と な っ

ている。 

農 地 に お け る 発 生 源 対 策 の 実 施 を 、 農 家 だ け に 求 め る の で は な く 、 地 域 の 環 境 保 全

の観点から地域主体の赤土等流出防止体制を構築し、地域が協働した対策への取組を

支援する。 
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【取組】  

( 1 )  地域協議会の設置促進・ 活動支援 

県 内 の 市 町 村 で は 、 地 域 の 流 出 防 止 対 策 を 担 う 市 町 村 や 関 係 団 体 等 で 構 成 さ れ た

地 域 協 議 会 が 設 置 さ れ て お り 、 農 地 に お け る 赤 土 等 流 出 防 止 に 関 す る 取 組 を 推 進 し て

い る 。 市 町 村 に お い て も 地 域 が 一 体 と な っ た 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 取 り 組 め る よ う 、 地

域協議会が実施する赤土等流出防止対策活動を支援する。 

ま た 、 地 域 協 議 会 が 設 置 さ れ て い な い 市 町 村 等 に お い ても 設 置 及 び 取 組 を 支 援 す る。 

「事業：赤土等流出防止営農対策促進事業」 《営農支援課》  

 

( 2 )  NP O 等団体による協働の取組の支援  

地域の赤土等流出問題に取り組む NPO 等団体による流出防止対策や環境教育、調

査 研 究 等 の 活 動 を 支 援 す る こ と で 、 団 体 の 活 動 の 活 性 化 を 図 り 、 地 域 住 民 や 農 家 と 協

働した、地域課題の解決に向けた活動を促進する。 

「事業：赤土等流出防止活動促進事業」 《環境保全課》  

 

施策３ 赤土等流出防止対策施設等の機能維持                                           .  

【取組】  

( 1 )  既存の流出防止対策の維持管理の推進  

農 地 に お け る 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 の う ち 、 営 農 的 対 策 は 恒 久 的 対 策 で は な い こ と か

ら、マルチ ングでは作 付けごと、 グリーンベ ルトにお いてもその効 果を十分 維持す るた め

に は 定 期 的 な 管 理 が 求 め ら れ る 。 ま た 、 恒 久 的 対 策 で あ る 排 水 路 や 沈 砂 池 等 に つ い て

も、圃場か ら流出 した 土砂の堆 積により、 徐々にその 効果が低 下すること が考えられるこ

とから、 赤土等流出防止効果を十分に 発揮するために堆積土砂の除去等の維持管理を

推進する。 

●地 域 の 農業 環 境 の維 持  

農 山 漁 村 の 多 面 的 機 能 の 維 持 ・ 発 揮 に 取 組 む 地 域 団 体 に よ る 農 村 の 多 面 的 機 能

の維持、地 域資源（農 地、水路、 農道等）の 質的向上 を図る活動 を支援する。（グリー

ンベルトの植栽や管理の支援、排水路や沈砂池等の浚渫の実施等。）  

「事業：多面的機能支払交付金事業」《村づくり計画課》  

●既 存 の 対策 施 設 の機 能 維 持 に関 す る 調査  

これま で、 赤土 等の 流出 防 止 対策 施 設と し て沈 砂 池 や排 水 路 等の 整備 が 進 め ら れ 、

地 域 の 赤 土 等 流 出 削 減 に 大 き な 効 果 を 果 た し て き た 。 一 方 で 、 流 出 し た 赤 土 等 の 河

川や海域等への流出を防いできた結果、沈砂池等には多量の赤土等が堆積し、その

機 能 を 低 下 さ せ て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ て い る 。 こ れ ら 、 流 出 防 止 施 設 の 機 能 を 維

持 す る た め に は 定 期 的 な 浚 渫 等 の 維 持 管 理 が 求 め ら れ る が 、 浚 渫 の 作 業 や 堆 積 赤

土等の 処分に経費がかか るこ とから十分に進められていない状況がある。 そこで沈砂

池 等 既 存 施 設 の 維 持 管 理 が 円 滑 に 実 施 で き る よ う 、 沈 砂 池 や 排 水 路 等 の 管 理 状 況
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の 実 態 調 査 や 既 存 施 設 の 改 修 、 浚 渫 、 清 掃 等 の 維 持 管 理 、 堆 積 赤 土 等 の 除 去 、 浚

渫 土 の 利 用 法 及 び 浚 渫 に よ る 機 能 改 善 効 果 な ど 流 出 防 止 に 関 す る 実 証 試 験 を 実 施

し 、 管 理 者 が 沈 砂 池 や 排 水 路 等 の 管 理 し や す く な る 仕 組 み 作 り や 、 維 持 管 理 マ ニ ュ

アルを作成する。 

「事業：赤土等流出防止施設機能強化事業」 《環境保全課》  

●既 存 の 対策 施 設 の機 能 維 持  

排水施設の整備、土砂流出防止施設の改修を実施する。 

「事業：ため池等整備事業」《農地農村整備課》  

 

施策４ 農地における対策の普及・啓発                                               .   

農 地 か ら の 赤 土 等 流 出 量 の 削 減 を 進 め る た め に は 、 よ り 広 範 囲 の 農 地 に お け る 対 策

の 実 施 が 求 め ら れ る が 、 そ の た め に は 農 家 に よ る 取 組 の 促 進 と そ の 取 組 に 対 す る 県 民

の 協 力 が 不 可 欠 で あ る 。 農 地 に お け る 赤 土 等 流 出 の 実 態 と そ の 影 響 、 そ れ に 対 す る 取

組状況 や 農地対 策 の課題等を 農家及 び 県民に周 知すること で、農地に おける赤土 等流

出防 止対 策の 促進 や取 組へ の協 力促 進を図 る。 県民 に対 する啓発 に つ いては【 基本 方

針Ⅲ 協働取組の推進と普及・啓発】に記載する。 

【取組】  

( 1 )  農家 に 対 す る 啓発 ・ 指導《 環 境 保全 課、 営 農支 援 課、 農地 農 村 整備 課》  

各 保 健 所 は 沖 縄 県 赤 土 等 流 出 防 止 条 例 に 基 づ き 、 耕 作 に 伴 い 農 地 等 か ら 著 し く 赤

土 等 の 流 出 が 生 じ て い る こ と が 確 認 さ れ た 場 合 に は 改 善 対 策 を 図 る よ う 、 当 該 圃 場 の 管

理者や農家に対して指導を実施することで農地からの赤土等流出防止対策を図る。 

ま た 、 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 の 指 導 及 び 調 査 を 円 滑 、 迅 速 に 実 施 す る た め 、 農 地 保 全

巡回 指導 チ ームを 各 農林 水産 振興 セン タ ーや 農業 改良 普及 センタ ーに 設置 し、 赤 土 等

流 出 の お そ れ が あ る 農 地 等 の 把 握 や 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 関 し て の 農 家 へ の 指 導 、

赤 土 等 の 流 出 が あ っ た 場 合 で の 調 査 及 び 関 係 機 関 へ の 報 告 を 行 う と と も に 、 地 域 協 議

会や NPO の取組等を通して農家への啓発を推進する。 

 

( 2 )  農地 の 土 壌保 全 に 係る 取 組《 営農 支 援 課》  

赤 土等 （ 耕 土） 流 出 は 、 河 川 や沿 岸 域の 環 境に 悪 影 響を 与 え る だ け でなく 、 農 業に 適

し た 貴 重 な 土 壌 が 流 出 す ると い っ た 点 で も 沖 縄 県 に と っ て 大 き な 損 失 に な る 。 農 家 の 農

業生産 活 動の場か ら、土壌の流 出を未然に 防止す るた め、さまざ まな取 組を通して土壌

保全の必要性について農家個々の意識の啓発を図る。 
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( 3 )  次代 の 農 業者 育 成《 営農 支 援 課》  

次 世 代 の 農 業 及 び 農 村 社 会 を 担 う 優 れ た 農 業 者 の 養 成 に 向 け 、 農 業 大 学 校 等 に お

い て 、 赤 土 等 流 出 問 題 を 含 む 地 域 環 境 に 配 慮 し た 農 業 経 営 を 行 う 農 業 者 の 育 成 を 図 る 。  

  

沖縄県では、農家の農業生産活動の場から、  

土壌の流出を未然に防止するため、毎年５月の  

第３週月曜日から３０日間を「土壌保全月間」と  

して様々な取組を行っております。  
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基本方針Ⅱ：開発事業からの赤土等流出防止の徹底 

開 発 事 業 か ら の 赤 土 等 流 出 量 は 、 平 成 ６ 年 の 沖 縄 県 赤 土 等 流 出 防 止 条 例 の 制 定 に よ

り 、 制 定 前 の 約 ２ 割 ま で 大 幅 に 削 減 さ れ て い る 。 引 き 続 き 開 発 事 業 か ら の 赤 土 等 流 出 防

止対策を 図るた めに は、事業 者 や施工 者 などによ る条例に基 づく赤 土等 流出防 止 対策の

徹底が求められる。 

開 発 事 業 か ら の 赤 土 等 流 出 防 止 の 徹 底 に 向 け 「 開 発 事 業 に お け る 対 策 の 徹 底 」 、 「 開

発事業における赤土等流出防止対策の普及・啓発」を施策として各取組を推進する。 

 

施策１ 開発事業における対策の徹底                                              .  

開 発 事 業 に お い て は 、 沖 縄 県 赤 土 等 流 出 防 止 条 例 に よ る 規 制 ・ 指 導 を 実 施 す る と と

もに、土地の改変が伴う公共事業においても赤土等流出防止対策の徹底を図る。 

【取組】  

( 1 )  沖縄県赤土等流出防止条例による 規制・指導  

・条例に基づいた赤土等流出防止施設の設置、管理に関する指導 

・ 事 業 現 場 ( 民 間 事 業 及 び 公 共 事 業 ) の パ ト ロ ー ル の 実 施 に よ る 、 流 出 及 び 流 出 の

おそれがある事業現場における改善指導 

「事業：赤土等流出防止対策推進事業」 《環境保全課》  

 

( 2 )  各種公共事業における対策の徹底《 関係各課》  

県 等 が 実 施 す る 土 地 の 形 質 変 化 を 伴 う 公 共 事 業 に つ い て 、 沖 縄 県 赤 土 等 流 出 防 止

条例及び規則に基づいた対策の実施と、施工者に対して条例遵守の指導を徹底する。 

  

施策２ 開発事業における赤土等流出防止対策の普及・啓発                      .  

【取組】  

( 1 )  事業 者 の 資質 向 上《 環境 保 全 課》  

赤 土 等 流 出 防 止 対 策 の 技 術 及 び 意 識 向 上 を 図 る こ と を 目 的 に 、 事 業 者 （ 事 業 行 為 者

及 び 施 工 者 ） 向 け の 講 習 会 の 実 施 や 、 流 出 防 止 対 策 に 関 す る パ ン フ レ ッ ト 等 の 配 布 を

通 し て 適 正 な事 業 実 施 や 施 工 に 向 け た 指 導 を 実 施 す る 。 ま た 、 赤 土 等 流 出 防 止 交 流 集

会 を 開 催 し 、 事 業 者 に よ る 先 進 的 な 取 組 の 紹 介 を 通 し て 、 事 業 者 の 対 策 技 術 の 向 上 を

図る。 

  

基本方針Ⅱ：開発事業からの赤土等流出防止の徹底 



 

 

７５ 

 

基本方針Ⅲ：協働取組の推進と普及啓発 

赤 土 等 の 流 出 は 、 河 川 の 生 態 系 や 沿 岸 域 の サ ン ゴ 礁 生 態 系 等 に ダ メ ー ジ を 与 え 、 水

産 業 や 観 光 業 、 生 活 環 境 な ど 広 範 囲 に 影 響 を 及 ぼ す こ と か ら 、 各 主 体 の 協 働 取 組 と 県 民

一 人 ひ と り が 、 赤 土 等 流 出 問 題 や そ れ ぞ れ の 役 割 に つ い て 理 解 し 、 問 題 解 決 に 向 け た 行

動をとることが求められる。 

協 働 取 組 の 推 進 と 普 及 ・ 啓 発 に つ い て は 「 対 策 活 動 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 」 、 「 赤 土 等 流

出問題に対する理解形成」、「県民への情報発信」を施策として各取組を推進する。 

施策１ 対策活動ネットワークの形成                                               .  

各 取 組 主 体 に よ る幅 広 い 赤 土 等 流 出 対 策 の 実 施 と 、 そ の 活 動 に 対 し て 協 力 が 得 ら れ

る よ う 、 取 組 主 体 の 活 動 や 協 働 取 組 の 体 制 づ く り を 支援 し て 、 各 主 体 の 取 組 の 促 進 を 図

る。 

【取組】  

( 1 )  地域協議会の活動支援 

地域協 議 会の活動を 支援す るこ とで、地域 内の赤土 等流出 問 題につ いて課題を把 握

し、地域の関係者による連携した赤土等流出防止対策の実施を推進する。 

ま た 、 各 市 町 村 の 地 域 協 議 会 の 取 組 を 共 有 す る こ と で 、 優 良 事 例 の 普 及 促 進 な ど 対

策活動の活性化を図る。 

「事業：赤土等流出防止営農対策促進事業」 《営農支援課》  

 

( 2 )  地域団体や NPO 等 団体の活動の支援 

●NP O 等 団体 の 流 出防 止 対 策活 動 の 支援  

NPO 等団体が地域住民と協働で取り組む地域のニーズに合わせた赤土等流出防

止 活 動 の 取 組 に つ い て 、 補 助 金 を 交 付 し 活 動 を 支 援 す る と と も に 、 地 域 活 動 及 び 団

体の活動の活性化による対策活動の促進を図る。 

「事業：赤土等流出防止活動促進事業」 《環境保全課》  

 

●赤 土 等 流出 防 止 交流 集 会  

赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に は 、 種 々 の 主 体 に お け る 重 層 的 な 流 出 防 止 対 策 に 関 す る

取 組 の 促 進 が 求 め ら れ る 。 特 に 、 赤 土 等 流 出 問 題 は 、 赤 土 等 の 発 生 源 と し て 流 出 防

止 の 取 組 が 求 め ら れ る 主 体 と そ れ に よ り 影 響 を 受 け る 主 体 が 異 な る こ と か ら 、 地 域 に

おける赤 土 等流出防 止対策の 推進のためには、多様 な主体間 のコミュニケーション も

重 要 で あ る 。 多 様 な 主 体 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 促 進 の 場 と し て 、 赤 土 等 流 出 防 止 交

流集会では開発事 業や農地 における赤 土等流出 防止に関 する事例発 表や赤土 等流

出 防 止 に 関 連 す る 様 々 な 取 組 、 赤 土 等 流 出 問 題 に よ り 実 際 に 起 き て い る 課 題 等 、 幅

広い意見交換ができる交流会を実施することで、主体間の協働取組を促進する。 

「事業：赤土等流出防止対策推進事業」 《環境保全課》  

基本方針Ⅲ：協働取組の推進と普及・啓発 
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●環 境 ボ ラ ン ティ ア マ ッチ ン グの 促進  

地 域 課 題 ニ ー ズ と ボ ラ ン テ ィ ア の マ ッ チ ン グ に 係 る 実 施 状 況 を 踏 ま え た 環 境 ボ ラ ン

ティアセンターの設置を検討する。 

「事業：環境保全啓発事業」《環境再生課》  

 

施策２ 赤土等流出問題に対する理解形成                                              .  

赤 土 等 流 出 防 止 対 策 を 継 続 的 に 推 進 し て い く た め に 、 事 業 者 や 農 家 だ け が 赤 土 等

流出防止対策に取り組むのではなく、県民全体で赤土等流出問題についての理解形成

を 促 し 、 対 策 活 動 へ の 協 力 や 将 来 の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 関 わ る 担 い 手 の 育 成 を 図

る。 

【取組】  

( 1 )  環境 教 育 体験 学 習 等の 実 施  

●環 境 教 育等 啓 発 取組 の 実 施  

地 域 の 住 民 や 学 生 に 対 し て 赤 土 等 流 出 防 止 に 関 す る 出 前 講 座 や 環 境 教 室 、 啓 発

イ ベ ン ト を 実 施 す る こ と で 、 赤 土 等 流 出 問 題 に 関 す る 意 識 の 醸 成 を 図 り 、 赤 土 等 流 出

問題に係る担い手の育成を図る。 

「事業：赤土等流出防止活動促進事業」《環境保全課》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●赤 土 等 流出 防 止 対策 実 践 ツ アー  

赤 土 等 流 出 問 題 に 対 し 、 県 民 一 人 ひ と り の 赤 土 等 流 出 防 止 に 向 け た 意 識 の 向 上

を図るた めに、赤土等流出問題に係る 知識 の習得と 現地での対策活動や自然環境と

産業の関わりを絡めた赤土等流出防止対策の体験の場を提供する。 

「事業：赤土等流出防止対策推進事業」《環境保全課》  

 

 

 

 

赤土 等 流 出防 止 対 策 に つい て の出 前 講 座  

沖縄県では平成 25 年から農業が盛んな地域を中心

に 、 小 学 校 で 赤 土 等 流 出 防 止 に 関 す る 出 前 講 座 を 実

施 し て いま す。 出前 講 座 で は 地 域の 流 出 防 止対 策 を 担

う 農 業 環 境 コ ー デ ィ ネ ー タ ー や 農 家 に も 参 加 し て も ら

い 、 地 域 の 課 題 や 取 組 を 紹 介 い た だ い て い ま す 。 ま

た、ワーク ショップを 通して地元 の赤土等 流出問 題 につ

い て 自 分 た ち が で き る こ と を 考 え る き っ か け 作 り を し て

います。 
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( 2 )  赤土等流出を含む環 境問題の普及・ 啓発  

 《環境 再 生課、 自 然 保護 課、 環 境保 全 課》  

本 県 の お ける 環 境 問 題 の 一 環 と して 、 赤 土 等 流 出 問 題 に つ い て 普 及 ・ 啓 発 を 行 う こ と

で県民の赤土問題に対する意識醸成を図る。 

●環 境 保 全普 及・ 啓 発  

環境保全普及・啓発活動の実施、出前講座等による環境保全活動の促進 

●サ ン ゴ礁 保全 活 動 プ ロ グラ ム  

サンゴ礁保全活動プログラムの周知及び内容の更新 

●県 民 環 境 フェ ア  

県 民 一 人 一 人 が 環 境 保 全 に 向 け て 主 体 的 に 取 組 む 契 機 と す る た め 子 供 か ら 大 人

まで参加・体験できるイベントで赤土等流出防止の啓発を行う。 

 

施策３ 県民への情報発信                                                          .  

赤 土 等 流 出 問 題 の 現 状 や 、 課 題 に 取 り 組 む 現 地 の 活 動 に つ い て の 情 報 発 信 を 行 う こ

とで、地域における赤土等流出防止活動の活性化を図る。 

【取組】  

( 1 )  赤土等の堆積状況の周知 

県 内 の 沿 岸 域 に お け る 赤 土 等 堆 積 状 況 の モ ニ タ リ ン グ 調 査 結 果 等 を 公 表 し 、 地 域 の

赤土等堆積状況に応じたより効果的な対策の実践を図る。 

「事業：赤土等流出防止対策検証事業」 《環境保全課》 

 

( 2 )  農地 における赤土等流出対策の発信 

農 地 に お け る 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 関 す る 情 報 を 発 信 し 、 県 民 の 取 組 協 力 へ の 理

解を深める。 

「事業：赤土等流出防止営農対策促進事業」 《営農支援課》  

 

( 3 )  NP O 等団体の取組事例の紹介  

NPO 等 団 体 の 取 組 事 例 を 交 流 集 会 や 県 の ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 紹 介 す る こ と で 、 各 団

体の取組活動への参加促進を図る。 

「事業：赤土等流出防止活動促進事業」 《環境保全課》  

 

( 4 )  各種 資 料 を 用 いた 赤 土等 流 出 防止 に 関 す る 情報 発 信《 関 係 各 課》  

赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 関 連 す る 資 料 等 を 活 用 し 、 赤 土 等 流 出 防 止 に 関 す る 情 報 発

信を行うとともに、必要に応じて資料の改訂等を進める。 

 



 

 

７８ 

 

基本方針Ⅳ：赤土等流出防止対策に係る調査・研究             

赤 土 等 流 出 問 題 は 、 地 形 、 土 壌 の 性 質 、 サ ン ゴ 礁 の 発 達 、 降 雨 条 件 な ど に 関 係 す る 本

県特有の課題であることから、赤土等流出防止対策に係る調査・研究の取組が求められる。  

赤 土 等 流 出 防 止 対 策 を よ り 効 果 的 に 推 進 し て く た め 「 赤 土 等 流 出 状 況 及 び 影 響 の 把

握」、「赤土等流出防止技術の開発及び普及」を施策として各取組を推進していく。 

施策１ 赤土等流出状況及び影響の把握                                           .  

赤 土 等 の 堆 積 状 況 や 赤 土 等 が 及 ぼ す 沿 岸 域 へ の 影 響 、 地 域 に お け る 赤 土 等 流 出 防

止対策の実施状況とその効果を把握することで効果的な推進を図る。 

【取組】  

( 1 )  赤土等堆積状況および対策状況の把握 

沿 岸 域 に お け る赤 土 等 の 堆 積 状 況 と 生 物 の 生 息 状 況 を 継 続 的 に モニ タ リ ン グ 調 査 す

るこ と で、 赤 土 等 の 堆 積 状 況 及 び そ の 影 響 の 把 握 を 行 う と と も に 陸 域 に お ける 赤 土 等 流

出防止対策の進捗による流出削減効果を検証する。 

各 発 生 源 か ら の 赤 土 等 の 流 出 量 や 流 出 防 止 対 策 の 効 果 等 の 流 出 実 態 を よ り 詳 細 に

把握することで、効果的な流出防止対策の実施を推進する。 

「赤土等流出防止対策検証事業」 《環境保全課・衛生環境研究所》 

「農地対策進捗システム」 《農地農村整備課》  

 

( 2 )  サン ゴ 礁保 全対 策 に 係る 調 査 研究《 自 然 保護 課》  

サ ンゴ 礁生 態系 の 保 全・ 再 生を 図るた め、 海水 の 高 水温、 陸 域 から の 栄 養 塩類・ 赤 土

等 の 流 入 、 日 焼 け 止 め ク リ ー ム 等 の 日 用 品 に 含 ま れ る 化 学 物 質 等 に よ る 影 響 、 オ ニ ヒ ト

デの大量発生抑制及び駆除等について、情報収集・調査研究・対策を推進する。 

 

( 3 )  水産 業 へ の影 響 の 調査《 水 産 課》  

漁 業 公 害 調 査 等 を 通 し て 、 赤 土 等 の 流 出 が 著 し い 北 部 海 域 を 中 心 と し た 環 境 モ ニ タ

リ ン グ を 行 い 、 定 量 的 な 影 響 評 価 を 行 い 、 良 好 な 漁 場 環 境 の 確 保 の 為 に 必 要 な 対 策 を

関係機関と協議し提案する。 

 

( 4 )  米軍 基 地 か らの 赤 土 等流 出 状 況調 査《 環 境保 全 課・ 衛生 環 境 研究 所》  

米 軍 施 設 か ら の 赤 土 等 流 出 に 対 し て 、 裸 地 の 出 現 状 況 等 を 基 に 赤 土 等 の 流 出 状 況

を調査し、赤土等の流出が懸念される箇所について把握を行う。 

 

( 5 )  赤土等の流出量推計手法の調査・ 研究 

各 流 出 源 か ら の 赤 土 等 の 流 出 量 や 対 策 効 果 を 推 計 す る た め の 手 法 に つ い て 調 査 ・

研究を行い、流出量や対策効果の推計精度の向上や算出法の効率化を図る。 

「赤土等流出防止対策検証事業」 《環境保全課・衛生環境研究所》  

基本方針Ⅳ：赤土等流出防止対策に係る調査・研究          



 

 

７９ 

 

施策２ 赤土等流出防止技術の開発及び普及                                     .  

赤 土 等 の 発 生 源 に 対 応 し た 赤 土 等 流 出 防 止 の 技 術 開 発 を 行 う と と も に 、 企 業 、 団 体

等 が 実 施 す る 地 域 の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 資 す る 技 術 開 発 や 調 査 活 動 を 支 援 し 、 地

域の流出実態に応じた対策活動の普及推進を図る。 

【取組】  

( 1 )  流出防止技術の研究開発 

●農 地 に おけ る 流止 防止 技 術 の研 究 開 発（ 再 掲）  

農 地 に お け る 生 産 性 の 改 善 と 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 が 両 立 す る 、 圃 場 の 管 理 技 術

等 の 研 究 開 発 を 行 う こ と で 、 農 地 に お け る 積 極 的 な 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 の 実 施 を 推

進する。 

「事業：赤土等流出防止営農対策促進事業」 《営農支援課・農業研究センター》  

●赤 土 等 流出 防 止 対策 施 設 の機 能 強 化（ 再 掲）  

沈 砂 池 や 砂 防 ダ ム 等 既 存 施 設 の 浚 渫 等 に よ る 機 能 改 善 効 果 の 検 証 や 、 堆 積 赤 土

等の除去等の効果的、効率的な手法を検討し実証試験を実施する。 

「事業：赤土等流出防止施設機能強化事業」 《環境保全課》  

 

( 2 )  流出防止技術研究開発の支援 

●団 体 等 が取り 組 む 調査 研 究 等活 動 支 援  

NPO 等 団 体 が 取 組 む 、 地 域 の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 資 す る 調 査 や 対 策 の 実 証

試験等の実施を支援する。 

「事業：赤土等流出防止活動促進事業」 《環境保全課》  

●団 体 等 が取り 組 む 調査 研 究 等の 紹 介  

NPO 等 団 体 に よ る 地 域 の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 資 す る、 取 組 内 容 や 技 術 を 広 く

紹介することで、優良な対策事例等の普及促進を図る。 

「事業：赤土等流出防止対策推進事業」 《環境保全課》 

 

県 は こ れ ま で 数 々 の 赤 土 等 流 出 防 止 対 策 に 関 す る 取 組 を 実 施 し て お り 、 本 計 画 で は 、

さ ら に 赤 土 等 の 流 出 削 減 を 進 め る た め 、 こ れま で 実 施 さ れ て き た 対 策 の 効 果 を 継 続 さ せ

たうえで、各取組も拡大することが求められている。 

本 計画 で は、 既 存の 施 設の 機 能 維持 に 関 する 施 策 を 展 開 す る た め、 新た に 既 存 の 対

策施設の機能維持に関する調査・実証試験を実施することとしている。 

さ ら に 、 農 地 に お け る 流 出 防 止 対 策 は 、 よ り 広 範 囲 に お け る 取 組 が 求 め ら れ て い る が 、

それを農家だけではなく、行政や NPO 等団体、県民等が協働で対策活動に取組む必

要 が あ る 。 そ の た め に は 、 赤 土 等 流 出 問 題 及 び そ の 取 組 活 動 や 各 主 体 の か か わ り 等 に

つ い て 相 互 理 解 を 深 め る た め 、 赤 土 等 の 堆 積 状 況 や そ の 影 響 、 各 主 体 の 取 組 な ど の 情

報 発 信 を 強 化 す る と と も に 、 交 流 集 会 な ど に よ る 主 体 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を よ り 促 進

できる取組の実施を強化する。  


